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１．提出書類作成時の注意事項
（九州地方整備局HP掲載事項）
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１．提出書類作成時の注意事項（九州地方整備局HP掲載事項）
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１．提出書類作成時の注意事項（九州地方整備局HP掲載事項）
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１．提出書類作成時の注意事項（九州地方整備局HP掲載事項）
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１．提出書類作成時の注意事項（九州地方整備局HP掲載事項）
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２．提出書類作成時の注意事項
（申請書添付資料チェックリスト）
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２．提出書類作成時の注意事項（申請書添付資料チェックリスト）
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２．提出書類作成時の注意事項
（別記様式１）競争参加資格確認書
（別記様式２）申請書確認書
（別記様式３）配置予定技術者登録表



15

入札説明書
５ 総合評価に関する事項等
（１） 評価項目と評価基準

別記様式２及び別表３の各評価項目について、最大２～７段階で評価して加点する。

※ 申請書（別記様式２及び別記様式３）に記載された内容について、内容を証明する添付資料
を確認して評価いたします。

原則として、別記様式２及び別記様式３の記載するべき箇所に記載が無い（記入ミス含む）、
内容を証明する資料が添付していなければ評価はできません。

２．提出書類作成時の注意事項（別記様式１・２・３）

※ 提出される申請書・様式はお手数ですが、必ず工事毎に添付された様式を
ダウンロードして作成して下さい！！



16

２．提出書類作成時の注意事項
（提出書類作成要領）
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３．評価をしなかった事例について
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申請：過去１５ヵ年間に完成した同種工事の工事実績

同種性が認められる工事

従事役職 ： ○○○○工事
工事件名 ： ○○河川国道事務所
発注機関名： ○○県○○○○町 ○-○○-○

添付資料 ①竣工カルテ ②特記仕様書 ③成績評定通知書 ④数量総括表

事例３：配置予定技術者の工事実績

※ 提出前に必ず申請書・様式・申請内容を証明する資料の内容確認
をお願いします。

入力項目がズレている。

注意喚起

３．評価をしなかった事例について
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事例４：配置予定技術者の工事実績

※ 添付資料から記載された内容が確認ができないため、「より同種性の高い
工事」が確認できる資料（例：特記仕様書）の提出をお願いします。

入札説明書記載内容
【同種工事の工事実績】：

ア）平成○○年度以降に完成した、元請けの技術者として、地方整備局等競争参加資格の工事
種別で「受変電設備工事」もしくは「電気設備工事」の経験を有する者であること。

【より同種性の高い工事】：

（同種工事の要件を満足し、かつ、）
ア）出力４８Ｖの直流電源装置で、出力が１００Ａ以上の施工実績を有すること。

【企業の同種工事】：同種工事の要件を満足し、かつ、
ア）直流電源装置又は無停電電源装置の施工実績を有すること。

申請内容
工事実績：より同種性の高い工事「Ａ」で申請
工事内容：

工事名称：○○地区(○○○○)基地局施設整備工事
工期：令和○年○月○日～令和○年○月○日
従事役職：主任技術者
装置の種類：直流電源装置
新設又は更新：新設
無停電電源装置容量又は直流電源装置容量使用用途

：直流電源装置DC48V-600A(150A×4ユニット)

給電方式：記載なし
添付資料： ①工事注文書 ②工事請負請書 ③工事請負者等通知書 ④図面と配置図等（視認不可）

評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例５：配置予定技術者の工事成績

申請：過去４ヵ年間に完成した同種工事の工事成績

工事種別の工事実績：維持修繕
従事役職 ： 一般作業員
工事件名 ： ○○河川国道事務所
発注機関名： ○○県○○○○町 ○-○○-○

添付資料：①竣工カルテ
②成績評定通知書
③施工（従事）証明書※代表取締役印 有り

※ 評価できる従事役職は、監理（主任）技術者・現場代理人・担当技術者
コリンズ・契約書類・監督職員との協議資料等で配置していたことが確認
できる人）となります。

評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例７：企業の同種工事の施工実績及び工事実績

入札説明書記載内容
【同種工事の要件】

ア）ＣＣＴＶ装置又はＣＣＴＶ制御装置の施工実績を有すること。

【同種性の高い工事】：
ア）５台以上の屋外用ＣＣＴＶ装置の施工実績を有すること。

【より同種性の高い工事】：
ア）１０台以上の屋外用ＣＣＴＶ装置の施工実績を有すること。

申請内容
企業の工事実績：より同種性の高い工事「Ａ」で申請

工事名称：令和○年度○○監視設備設置工事
発注機関：○○河川国道事務所
工期：令和○年○月○日～令和○年○月○日
装置種別：ＣＣＴＶ装置
形式・容量等：ＩＰカメラ装置
使用用途:屋外用旋回式
台数：CCTV装置41台

添付資料 ①竣工カルテ ②成績評定通知書 ③配線図１枚

※ 「屋外用」が確認できる資料（特記仕様書、配線図以外の図面）の
提出をお願いします。

評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例８：企業の同種工事の施工実績及び工事実績
【同種要件】

ア）揚水機場、排水機場又は救急内水機場のポンプ設備を製作及び据付又は、更新、修繕
した工事の施工実績を有すること。

【同種性の高い工事】：
ア）ポンプ１台当りの吐出量０．５ｍ３／ｓ以上の工事の施工実績を有すること。

【より同種性の高い工事】：
ア）ポンプ１台当りの吐出量１．０ｍ３／ｓ以上の工事の施工実績を有すること。

企業の工事実績：より同種性の高い工事「Ａ」で申請
申請内容

工事名称：○○排水機場ポンプ設備修繕工事
発注機関：国土交通省九州地方整備局○○河川事務所
工期：令和○年○月○日～令和○年○月○日
CORINS登録の有無 （登録番号）：監理技術者

工事成績評定点： 令和1年7月9日～令和3年3月15日
ポンプ型式： 有 （4037823984）
口径・吐出量×台数：82
主原動機形式：ディーゼルエンジン
新設・修繕の別：修繕
工事内容： 主ポンプ2台修繕、他

添付資料 ①竣工カルテ（ポンプ１台当りの吐出量１．０ｍ３／ｓ以上）の記載なし）
②成績評定通知書

※ 「ポンプ１台当りの吐出量１．０ｍ３／ｓ以上」が確認できる資料（特記仕様書

または図面）の提出をお願いします。

評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例10：災害協定に基づく活動実績

入札説明書記載内容
①令和３年４月以降に、佐賀県内の国、県又は市町村等と直接又は間接の災害協定を締結し、当該災害協定に基づく

災害対応の実績（土嚢等の災害対策用資材の運搬、設置及び造成の実績、又は排水ポンプ車等の災害対策用機械機器
の運搬、設置及び稼働の実績は、その場所にかかわらず実績に含む。）がある場合。（災害待機・訓練・巡視・巡回
を除く）

②①の実績がない場合は、佐賀県内の国、県又は市町村等と直接、令和５年度の災害対応に関する協定を締結している
場合

③申請できる活動実績は１件とする。

①及び②における協定書の写しを添付すること。（協定書の有効性を明確に証明できない場合は、協定書の写しの他に
年度更新を明記した通知文等の写しも併せて添付すること。）
また、①については、実績を証明できる契約書等の写しを添付すること。協定書に基づいた工事の実績であることが
明確でない場合は評価しない。（発注者の指示又は依頼が確認できない、災害待機・訓練は実績に含まれない。）

申請内容
災害協定に基づく活動実績の有無 ： 災害協定等に基づいた活動実績あり
協定名及び相手方 ： 武雄河川事務所管内における機械設備の災害時等応急対策業務及び

災害対策用機械機器等の災害対策等応急対応に関する基本協定
災害対応の内容 ： 排水ポンプ車移動・設置・操作（その○）（佐賀県武雄市○○○○）
令和５年度の災害協定の有無 ： 有
協定名及び相手方 ： 武雄河川事務所管内における機械設備の災害時等応急対策業務及び

災害対策用機械機器等の災害対策等応急対応に関する基本協定
添付資料 ①令和３年度協定書（武雄河川事務所）

②出動等要請書
③排水ポンプ車移動・設置・操作・報告書
④状況写真

実績の証明＝要請書＋承諾書（請書）

※ 県の災害対応に関する内容で提出する場合においても、国と同様の書類の提出をお願いします。

承諾書（請書）の確認が出来なかったため評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例11：特定工事等の工事実績

申請書の内容
工事件名：○○○○工事
発注機関名：○○河川国道事務所
施工場所：○○県○○○○町 ○-○○-○
特定工事の対象工事：道路維持工事
工事内容：舗装修繕工事

添付資料 ①受注カルテ（表紙のみ）

※ 添付資料として工事カルテをつける場合は、申請書に記載した内容が
確認できるペ－ジを全て提出して下さい。

竣工カルテではなく、受注カルテを添付している。
また、表紙１枚だけでは申請内容が確認できなかったため評価していません。

３．評価をしなかった事例について
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事例12：近隣地域内工事の実績

入札説明書記載内容
◎◎維持出張所管内（◎◎市、○○市、●●市、△△町、▲▲町、□□町）において過去

5ヶ年間（平成○○年度以降）に完成した工事を記載すること。なお、公共工事（建築工事
を除く）とし、○千万円以上とする。（申請する工事は３件まで）

申請内容（３件申請のうち１～２件目について）
工事名：令和○年度○○○○工事
工 期：令和○年○月○日～令和○年○月○日
発注機関名：九州地方整備局○○河川国道事務所
添付資料：竣工カルテ表紙1枚のみ（施工場所の記載なし）

※ 添付資料として工事カルテをつける場合は、申請書に記載した
内容が確認できるペ－ジを全て提出して下さい。

３．評価をしなかった事例について

添付されている表紙１枚だけでは申請内容が確認できなかったため評価していません。



3. 評価をしなかった事例について

事例13：継続的な技術者保有に基づく信頼度
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お知らせ：ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）の認定に関する評価【令和７年度より】

入札説明書

※総合評価の一部です。（０．５点）
評価する認定

・えるぼし・プラチナえるぼし認定企業
・プラチナくるみん・くるみん（R7.4.1以後の基準）、くるみん

（R4.4.1～R7.3.31までの基準）、トライくるみん（R7.4.1以後
の基準）、くるみん（H29.4.1～R4.3.31 までの基準）、トライ
くるみん（R4.4.1～R7.3.31までの基準）、くるみん（H29.
3.31までの基準）

・ユースエール認定企業

※ 必ず、別記様式10-1及び該当することを証明する書類（認定通知書の写し）の添付を
お願いします。

※（経常、地域、特定）ＪＶの場合、
当該ＪＶ又は構成員のいずれか１社
の実績を提出してください。
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４．問い合わせ先
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工事の総合評価に関する基本的な考え方に対する
お問い合わせは下記へ問い合わせをお願いします。
（電子入札システム、数量総括表・特記仕様書
関係は除く。）

※ 公告手続き中の工事の質問につきましては、
電子入札システムにて決められた期日内までに
提出をお願いします。

【問い合わせ先】
国土交通省 九州地方整備局
九州品質確保センター佐賀支所
（佐賀国道事務所 品質確保課）

Ｔｅｌ：０９５２－３７－１４８０（直通）

４．問い合わせ先
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５．最後に



39

申請資料の提出につきましては、各社のご担当者に
おかれましてはご多忙とは思いますが、提出前に必ず
社内でのチェック作業をお願いいたします。
毎年、記入ミス、記入漏れ、添付漏れが見受けられ

ます。【受注できるチャンスを逃していると考えられるものも
あります。】

確認項目：別記様式２、３の「チェック評価欄」「小計欄」「合
計欄」、申請書資料添付チェックリスト（競争参加資格・総合
評価に関する事項）及び 「添付資料」

また、入札結果の確認を行うことで、評価に繋がらなかった
項目が把握できます。

５．最後に




